
創薬懇話会2009
Medicinal Chemistry Forum 2009

5th Circular

日時：平成21年12月10日（木）～11日（金）
会場：岐阜市 長良川河畔 アルモニーテラッセ

主催：日本薬学会 医薬化学部会
共催：日本薬学会東海支部
後援：文部科学省組織的な大学院教育改革推進プログラム後援：文部科学省組織的な大学院教育改革推進プログラム

「薬工融合型ナノメディシン創薬研究者の育成（名市大・名工大）」

招待講演
北 泰行 （立命館大学、大阪大学名誉教授）

「創薬ならびに機能性有機分子創生を志向する精密有機合成」
北出幸夫（岐阜大学）幸夫（岐阜 学）

「感染症制御とケミカルバイオロジー」
橋本宏正（日本たばこ産業）

「創薬化学の一事例 HCVポリメラーゼ阻害剤の研究開発」

橋本祐一（東京大学分生研）
「ケミカルジェネティクスと創薬のための活性物質創製法」

巾下 広（小野薬品工業）巾下 広（小野薬品工業）
「創薬新技術を使ったリード創製 コンビ化学やフラグメント創薬を例として」

田上克也（エーザイ）
「新規抗がん剤E7389 (eribulin mesylate) の開発研究」

廣部雅昭 （東京大学名誉教授、静岡県立大学名誉教授）

「“創薬化学”誕生秘話」
福山 透（東京大学）福山 透（東京大学）

「創薬に役立てたいと願いつつの天然物合成研究」
若手研究者招待講演

鈴木孝禎（名古屋市立大学）
「触媒メカニズムに基づいた酵素阻害薬の創製研究」

一般ポスター発表数 50件程度
学生を対象とし 最優秀発表者（1名）および優秀発表者（若干名）を表彰いた学生を対象とし、最優秀発表者（1名）および優秀発表者（若干名）を表彰いた
します。

募集参加者数 約160名

詳細は、http://www.phar.nagoya-cu.ac.jp/hp/ykg/Souyaku2009/index.html

連絡先：〒467-8603  名古屋市瑞穂区田辺通３－１
名古屋市立大学 大学院薬学研究科 薬化学分野
創薬懇話会2009 実行委員長 宮田直樹
Tel & Fax 052-836-3407
Email  souyaku@phar.nagoya-cu.ac.jp


